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タンクローリー運転手のガソリンばく露リスクの包括的な評価 

ガイドラインステップ 
キーワード

（6 つ以内） 

・リスクアセスメント 

・個人ばく露測定 

・ばく露 

・ベンゼン 

・ガソリン 

・石油 
1,2,5-8 

改善・取組

みの背景と

課題 

 タンクローリー運転手は、製油所や油槽所でのガソリン積込作業、ガソリンスタンドへの

運搬、ガソリンの荷卸作業という一連の作業を 2～3 サイクル/日程度実施している。 

 積込作業の際は、タンク上部のガソリン積込口の蓋を開放し注入管を挿入する方法

（トップローディング）が主流である。タンク内部からのガソリンの揮発等により作業者（タ

ンクローリー運転手）がガソリン等にばく露されている可能性が考えられる。 

 石油業界全体で約 6～7 千人/日程度このような作業者がいると推定される。日本に

おいて化学物質にばく露される可能性のある大規模な作業のひとつと考える。 

 屋外作業であるため、厚労省のリスクアセスメント指針に基づいた自主的な管理の一

環として評価を実施した。 

 ガソリン積込み時には、可能な限り積込口から離れることを以前より教育している。 

改善・取組

みの着眼点 

上記のタンクローリー運転手の作業に関し、短時間及び 8 時間ばく露の両面から安全

性評価を実施。このような大規模調査はおそらく日本において（公開された範囲では）初

めてと考えられる。 

 一日（8 時間）の個人ばく露測定 

 ガソリン積込作業での短時間個人ばく露測定 

 季節要因と事業場（地域）要因による違いの有無 

 サンプルを多数とし信頼性を高めた。また、この事をリスク評価に直接反映するた

め、評価指標に「上側許容限界値（UTL, ばく露の 95%分布上限値（X95）の 90%

上側信頼区間）」を加えた。一般にサンプルが多いと UTL は X95に近づく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善・取組

みの概要 

作業者への個人ばく露測定を実施。 

 事前調査により次を把握した。①ガソリンのばく露に関しては一般に、ばく露量とばく露

限界値との関係から、ガソリン（炭化水素類の全量）とベンゼン（ガソリン中に約 0.5%程

度含有）のリスクが大きい。②一日の作業内では積込作業で最もばく露が大きい。 

 8 時間個人ばく露測定 

 X 社にある 5 か所（油槽所）のタンクローリーガソリン出荷設備にて、数年間（夏

季）にかけてパッシブサンプラーでの測定を実施（計 21 サンプル） 

 短時間個人ばく露測定 

 X 社にある 2 か所（製油所）の同様の設備にて、2012 年 4 月からの 1 年間で 2

ヶ月おきに計 6 回、ガソリン積込作業のベンゼンおよびガソリンの個人ばく露測定

を実施（1 回の測定につき 6 サンプル、計 70 サンプル）。SKC 社製活性炭チュー

ブ、同ポケットポンプを使用。 

 ばく露限界値は ACGIH 値/日本産業衛生学会値の低い方を基本に社内で設定。 

 

 



写真・図表・ 

イラスト 

タンクローリー上部でのガソリン積込作業風景 

 

*OEL: ばく露限界値 

 

 

 

 

 

 

 

 

効  果 

タンクローリー運転手のガソリンばく露について、包括的な評価によりリスクが十分小さいこ

とが確認できた 

 短時間/8 時間ばく露評価の両面からベンゼン、ガソリンのばく露レベルとその分布

がばく露限界値と比較して十分低い事を確認した。よって呼吸用保護具等による

ばく露対策の必要性は無いことが判明した。 

 季節的なばく露レベルの変化傾向は見られなかった。特に夏場の暑い時期でも、

ばく露は高く無かった。（ガソリン組成自体の季節変動の影響と考察。詳細データ

略） 

 

この GPS の

経験から学

ぶことができ

るポイント 

 屋外での作業上のリスクは実際に存在しうるため、自主的にリスクアセスメントを行う

必要がある。例えばこの事例は石油業界における共通の重要な問題と思われる。 

 大規模なリスク（の可能性）に関しては、必要に応じ大規模で正確な評価（サンプル

数、季節要因、地域要因等）を計画し、信頼性を高める必要がある。 

 データ数増による信頼性の向上を評価に反映する方法（上側許容限界値の活

用）。 
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